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震災とアイデンティティの継承：鈴木酒造店の試練の克服

落合 康裕（静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科　教授）

藤原 健一（一般社団法人日本ファミリービジネスアドバイザー協会　執行役員）

1．沿革

鈴木酒造店は，福島県双葉郡浪江町請戸（うけ

ど）を発祥とする酒蔵である。創業当時の請戸は

漁港，海運の港として知られ，太平洋廻りの海運

の重要拠点として栄えていた場所である。同社は

江戸出しの廻船問屋であった。江戸時代末期の天

保年間（1830 ～ 1844 年）に，相馬藩より濁酒製

造を許されたことで，酒造りを始めた（鈴木酒造

店 HP）。

酒蔵は海のすぐ近くという立地で，｢日本で一

番海に近い酒蔵｣ といわれ，主力銘柄の「磐城壽

（いわきことぶき）」は，その名前のめでたさか

ら，出港時の清め酒や大漁時の祝い酒として，古

くから地元の人々に重宝されてきた。かつて漁師

は，大漁の時に漁協組合から祝い酒が送られたこ

とから，「大漁だったか」ではなく「酒になった

か」と声を掛け合ったという。

2．五代目当主・鈴木大介

現在の蔵元は，五代目の鈴木大介氏（以下，鈴

木という）である。1999 年（平成 11 年）に東京

農業大学醸造科を卒業し，奈良県の酒蔵で修行を

した後，鈴木酒造店に入社した。鈴木は入社当

時，地元の人々からの鈴木酒造店への絶大な信頼

を体感している。

この蔵の長男が作るなら間違いないと，すでに

ある信用をもとに，地元の人が味も見ずに買っ

てくれるんです。『磐城壽』の看板を継ぐとい

うことは半端じゃないなと思いました。
（出所）�ココラバホームページ（2022）より引用の

上，筆者一部加筆。

1999 年度（平成 11 年）の製造量は 300 石だっ

た。仕込みの工夫や契約農家の協力を得て，2010

年度（平成 22 年）には 500 石まで製造数量を増

やした。2011 年（平成 23 年）の夏には，酒蔵を

改装する計画であった。その矢先に，2011 年（平

成 23 年）3 月 11 日，東日本大震災が発生した。

写真 1　鈴木大介氏

（出所）同社より提供



176 ケース

3．東日本大震災発生

請戸は海のそばにあったことから，地震に伴う

津波の甚大な影響を受けた。鈴木酒造店の蔵，母

屋，会社関係資料は，すべて流されてしまった。

加えて，請戸は原発事故により全域に避難指示が

出された。同じ東京農大醸造科卒の南部美人の久

慈浩介（以下，久慈という）は，震災当時，東北

新幹線の中にいたが，真っ先に脳裏によぎったの

が，鈴木やその家族，従業員の安否であったとい

う。この後，鈴木は東京農業大醸造科の繋がりに

助けられることになる。鈴木は，故郷の浪江町請

戸から 100km 以上離れた山形県米沢市に避難する

ことができた。久慈は次のように語っている。

同じ農大の醸造学科の同級生で，山形の米沢

市っていうところに，新藤酒造があるのです

よ。雅山流というお酒を造っている新藤酒造の

新藤社長が同級生なのです。
（出所）南部美人・久慈浩介氏インタビュー。

酒造会社にとって，米と水を育む土地は命の源

である。鈴木は，鈴木酒造店の歴史を刻んできた

浪江町から米沢市に避難した頃，正直，廃業も覚

悟したという。しかし，浪江町の多くの避難民か

ら，浪江の酒や磐城壽をつくってほしいという要

望が鈴木のもとに寄せられた。津波の犠牲となっ

た浪江町の契約農家の葬儀に参列するため故郷ま

で戻ったとき，酒蔵を絶対に復活させると決意す

ることになる。鈴木は次のように語っている。

もうお礼を言うことも叶わない人への恩は，酒

でしか返せない。自分で酒を造ることができれ

ば，地域そのものを残すことができる。亡く

なった人たちの生きた証を残すためにも，絶対

に復活させなければ。
（出所）ココラバホームページ（2022）より引用。

4. 異郷での酒造りの再開

しかし，創業来の土地を離れて，酒造りを再開

することは容易ではなかった。酒造業は，新規参

入が難しい業界である。環境が変わる，米や水と

いった原材料が変わる，作り手も変わる。前途多

難な状況であったことは想像に難くなかった。

そのような中，鈴木は，奇跡的に震災の九か月

後の 2011 年 11 月に，山形県の長井蔵で酒造りを

再開することになる。

第一に，酒造りの DNA ともいうべき鈴木酒造

店が長年育んできた酵母が残っていたことであ

る。震災後，福島県の工業試験場からの一本の電

写真 2　東日本大震災直後の様子

（出所）同社より提供

写真 3　津波被害後の様子

（出所）同社より提供
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話があった。震災の 2 ヶ月前に公設試験研究機関

の福島県ハイテクプラザに送っていた「山廃酒

母」が見つかったのだ。伝統的な製法の酒母に

は，長い歳月を積み重ねてきた酵母が含まれてい

る。この酵母があれば，他の地で酒造りをしても

浪江の酒を造ることができる。従来の鈴木酒造店

がつくり上げてきた遺伝子を次の世代に繋げられ

る。鈴木は，この酵母を使い，「磐城壽」の製造

を再開した。試験的に販売したが，その反響は大

きく，すぐに完売となった。

第二に，異なる場所でも鈴木酒造店の味が醸せ

る可能性が出てきたことである。震災直後の 5

月，鈴木は会津のある酒蔵を借りて酒造りを行っ

た。日本酒は菌の繊細な働きで醸される。製造す

る蔵や杜氏職人によって味が変わる。従来の浪江

の蔵とまったく同じやり方で造ったにもかかわら

ず，出来上がった酒は会津の酒蔵の味になった。

しかし，半年寝かせて再び試飲すると，鈴木酒造

店の味に変わっていた。この経験は，「山廃酒母」

が残っていたことも相まって，鈴木に創業の土地

以外でも浪江の味を造れる可能性を示した。

第三に，山形県長井市にある東洋酒造株式会社

（以下，東洋酒造）を引き継がないかという提案

が舞い込んできたことである。東洋酒造は，1931

年（昭和 6 年）に長井市の有力者達が出資し，設

立された老舗の酒造メーカーであった。しかし，

当時，業績不振で廃業を検討していた。先述の通

り，酒造業界は新規参入が難しい。鈴木にとって

この話はまたとない機会であった。鈴木は，2011

年（平成 23 年）10 月に東洋酒造の全株式を取得

した。同年 12 月には，「株式会社鈴木酒造店長井

蔵」（以下，長井蔵）に名称を変更して再出発す

ることになる。山形県酒造組合の仲野益美氏（出

羽桜酒造）らのサポートも受けることができた。

鈴木酒造店の主力銘柄である「磐城壽」はもちろ

ん，東洋酒造の主力銘柄だった「一生幸福」，「甦

る」の製造も再開することができた。このよう

に，鈴木は鈴木酒造店の酒造りだけではなく，東

洋酒造から引き継いだ銘柄の継承も担ったのであ

る。鈴木は，危機にあった自分達を受け入れてく

れた恩をいつまでも忘れないために，東洋酒造の

酒を引き継いだのだという。

当初，鈴木の弟の荘司は，福島県外で酒造りを

することに反対だった。しかし，鈴木と荘司は，

相克を乗り越え，新たな土地での酒造りに邁進し

た。

3．コロナ禍と浪江蔵

長井蔵での酒造りが軌道に乗り出した頃，新た

な経営危機が同社を襲うことになる。コロナ禍で

ある。東日本大震災の時と同様，酒蔵だけではな

く酒販店や飲食店などの取引先も甚大な影響を受

けた。2020 年（令和 2 年）の 4 月，5 月の鈴木酒

造店の売上高は，前年比で半分以下に激減してし

まった。

鈴木は，新たな困難をもたらすコロナ禍に対応

した。その一つが，YouTube を活用したオンラ

イン酒蔵見学会の企画である。地域の旅行会社と

共同でオンライン酒蔵見学会などを開催し，鈴木

酒造店の歴史やストーリーを発信した。

二つ目に，地域の酒造りの受託製造の取り組み

図 1　山形県での酒造りの再開

（出所）久慈浩介氏へのインタビュー，及び鈴木酒造店 HP を
もとに筆者作成。
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である。2021 年（令和 3 年）に，東日本大震災

以来，久々に創業の地に鈴木酒造店が戻ってき

た。地元浪江町の避難指示解除がなされた地域に

「なみえの技・なりわい館」（以下，なりわい館）

が完成した。鈴木酒造店は，その道の駅の中に設

けられる酒蔵の管理者に鈴木酒造店が選ばれたの

である。米を供給する地元の農家からも大きな期

待が寄せられていた。鈴木は，浪江に蔵をもつこ

とができ，再び酒造りができるようになった。こ

こに，現在の浪江蔵と長井蔵との 2 拠点体制が出

来上がったのである。

鈴木は，コロナ禍にあって，浪江蔵を活用して

今度は山形県や長井市での酒造りのサポートを

行っている。この取り組みの背景に，10 年前の

東日本大震災の際，鈴木達を受け入れてくれた同

地域への恩返しの意味が隠されていた。

4．地元異業種との協働

鈴木酒造店と同様に，東日本大震災で地元地域

でも活動ができなくなり，他の地域で事業継続を

図った大堀相馬焼の松永窯がある。大堀相馬焼

は，約 300 年以上の歴史を誇る。東日本大震災の

後，同地域の窯元は大きな被害を受け，窯元の数

が半減してしまった。残った窯元も周辺地域に移

転して事業を継続した。松永窯の松永も，鈴木と

同様に，元の地域にもう一度，大堀相馬焼を取り

戻したいという気持ちを持っていた。

鈴木は，窯元とコラボレーションを行い，日本

酒の飲み比べイベントを開催した。また，道の駅

のなりわい館では大堀相馬焼の器で日本酒を味

わってもらうコーナーを設け，地場の窯業の復活

にも努めている。鈴木は，酒造業と地元の窯業，

漁業，農業などの様々な産業とのコラボレーショ

ンによって，地域の伝統を継承し，その取り組み

を起爆剤に，地域発の新しい価値を提案しようと

している。

今後，本格的な人口減少社会を迎える日本にお

いて地域創生は喫緊の課題である。震災からの復

興も含めて，鈴木酒造店の取り組みは我々に大き

な示唆を与えてくれる。
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株式会社南部美人インタビュー

令和 3 年 8 月 30 日に，久慈浩介氏（代表取締役社長 / 五代目
蔵元）に対して実施された。尚，インタビュー内容は，
Zoom のレコーダーに記録された。時間は，合計 1 時間 23 分
である。

写真 4　「なみえの技・なりわい館」

（出所）同社より提供


